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花沢集落遠景

●住民や事業者の皆さんへ

　景観は、 多様な要素によって創り上げられるものです。 そのため、 良好な景観づくりのためには、 市民の

皆さんや地域の皆さん、 事業者の皆さん、 行政等が互いに協力 ・ 連携していくことが重要です。

　住民や事業者等の皆さんは、 地域の景観形成に関わる主体として、 景観計画や景観まちづくり条例の趣旨

をご理解いただき、 良好な景観づくりのためにご協力をお願いいたします。

※「花沢の里周辺景観まちづくり重点地区計画」 の計画書は、 焼津市ホームページで公開するほか、 焼津市役所でも閲覧することがで

　きます。

対象区域内で建物の新築・増改築、外壁の塗替えや太陽光発電設備の設置等を行う場合には、

届出が必要な場合があります。下記のお問い合わせ先までご連絡ください。

花沢の里周辺

景観まちづくり重点地区計画（概要版）

焼津市景観計画【別冊】
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景観まちづくり重点地区計画の対象区域

（97.4ha）

（注1）景観形成基準のうち、建築物の「外構・緑化」「付属設備等」「建築物に設置する屋外広告物」、工作物の「外構・緑化等」「付帯施設」

「自動販売機」は勧告の対象となりません。

（注2）景観形成基準のうち、建築物・工作物の景観形成基準の「色彩」以外は変更命令の対象となりません。

＜届出対象行為の手続きの流れ＞
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はじめに

　花沢の里周辺は、 花沢の里を中心に伝統的な家屋等や石垣、 河川、 緑地等が一体となり、 山村集落の歴史

的景観を形成しています。 また、 周辺においても自然景観の中に住宅や石垣、 農地等が点在し、 落ち着いた雰

囲気を醸し出しています。

　焼津市花沢重要伝統的建造物群保存地区をはじめ、 やきつべの小径や花沢城跡などの歴史文化を次世代に

継承するため、 良好な景観を阻害するものを未然に防ぎ、 本地区の特徴的な景観を保全することで、 地域への

誇りや愛着の醸成、 生活環境の向上、 地域の魅力や活力の創出などにつなげることが期待できます。

計画の目的

　本計画は、 対象区域の住民、 事業者、 行政等の

協働による景観まちづくりを推進するとともに、 対

象区域の住民が、 地区の景観特性を活かし、 自ら

地域のまちづくりを考え、 将来にわたって守っていく

ことを目的に策定します。
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景観まちづくりの将来像 ・基本方針

　花沢の里周辺地区の景観まちづくりの将来像と将来像実現のための基本方針を次のように整理します。

良好な景観の形成のための行為の制限

　対象区域内において、 建築物を建てたり、 工作物を設置したりする場合、 以下の要件にあてはまるもの

については、 景観法及び焼津市景観まちづくり条例に基づき事前の届出が必要です。

ゾーン区分

景観形成基準

　届出対象行為及び景観形成基準は、 本地区の景観

特性にあわせて、 2つのゾーンに区分して設定します。

　対象区域内で届出対象行為（左頁参照）を行う際には、以下の景観形成基準に適合することが求められます。

なお、 基準に適合させるために、 既存建築物をすぐに建て替えたり、 修繕したりする必要はありません。 建

物の建替えや増改築、 修繕の際に、 基準に適合するよう努めてください。

※下記の基準は、 一部の抜粋です。 全ての基準は、 計画書をご確認ください。

・ 建築物や工作物の外観（外壁・屋根等）の色彩は、派手な色（赤、

青、 黄色）など、 周囲の景観の阻害要素となる色彩を避ける。

　※明度、 彩度等の詳細は計画書を参照

・ 光沢のある材料や反射光の生じる素材を外壁や屋根の大部分

にわたって使用しないよう努める。

届出対象行為

　対象区域において、 届出対象行為の種類と規模 ・

要件は、 以下のとおりです。

（A）花沢の里ゾーン

　花沢の里ゾーンは、 焼津市伝統的建造物群保

存地区保存条例（平成25年3月27日条例第８号）

に従うこととします。

【景観法に基づく届出をする必要はありません】

（B）集落・里山ゾーン

歴史文化と四季を感じる、のどかでなつかしい里山将来像

基本方針 １
歴史文化と自然が調和した　
地域固有の景観の保全と向上

①花沢の里の歴史文化的な景観の

保全と向上

②自然と調和した、のどかな集落

景観の保全と向上

③城跡や寺社、やきつべの小径な

どの歴史文化資源の保全と景観

の向上

④高台から望む眺望景観の保全と

向上

基本方針 2
安全で快適な住環境の向上に
よる良好な景観の形成

①やきつべの小径などの道路景観

の向上

②花沢川などの水辺景観の向上

③良好な景観を阻害する要因への

対応

基本方針 3
来訪者との共存による、山村
集落の景観を活かした地域の
魅力向上

①日々の暮らしや住民と来訪者の

交流の中で生まれる景観の形成

②美しい緑や花による四季を感じ

られる景観づくり

③景観を活かした、歩いて楽しい

景観づくり

④住民や来訪者のモラル向上や美

化活動の促進による景観の向上

規模・要件

全て

行為の種類

建築物の新築、増改築等

工作物の新設、増改築等

地上に設置する太陽光発電
設備の新設、増改設等

当該行為の区域の面積が
1,000㎡以上

照明の新設等で、建築物等
の外観に対して行う照明、
投光器等

屋外における土石、廃棄物、
再生資源等の堆積

ライトアップ等

開発行為

土石の採取等

木竹の伐採

（A）花沢の里ゾーン…焼津市花沢伝統的建造物群保存地
　　　　　　　　　　区の区域

（B）集落・里山ゾーン…上記以外の区域

（A）花沢の里ゾーン（A）花沢の里ゾーン

建築物 ・工作物の色彩

・ 太陽電池モジュールを設置する場合は、 黒色や濃紺色または、

低明度かつ低彩度、 低反射の目立たないものを使用するよう

工夫する。

建築物や工作物の付属設備等

・ 屋根形状は、 勾配屋根となるよう努める。

・ 屋根材は、 日本瓦及び日本瓦をイメージする材料を使用するよ

う努める。

屋根

オレンジ系統

落ち着いた
色彩を使用

周囲の景観に配慮した
木目調塗装の自動販売機

（B）集落・里山ゾーン（B）集落・里山ゾーン
・ 敷地内の既存樹木は、 できる限り保存するよう努める。

・ 敷地内のオープンスペースや建築物の前面等は、 緑化や花に

よる修景に努める。

・ 敷地をフェンスや塀、 垣等で囲む場合には、 生垣や石垣、 石

積み等の自然素材又はこれに類する素材を使用するよう努め

る。 また、 やむを得ない場合は、 周囲の自然や建築物と調和

するよう色彩等を工夫する。

・ 擁壁が生じる場合には、 既存の石垣 ・石積みの再利用や緑化

等により、 周囲の自然や集落景観に調和するよう配慮する。

外構 ・緑化等

・ 自動販売機は、 むやみに設置しないように努める。 やむを得ず

設置する場合には、 周囲の自然や建築物等と調和する色彩の

自動販売機の設置、 あるいは木製の化粧囲いの設置などによ

り、 目立ち過ぎないように努める。

自動販売機

・ 公共空間から見ることのできる斜面や高台、 道路沿い等で設置

しないよう努める。 特に、 市道当目花沢線や市道高崎花沢線

から見える位置に設置しないように努める。

・ やむを得ず設置する場合、 太陽電池モジュール（パネル）は、

黒色や濃紺色または、 低明度かつ低彩度、 低反射の目立たな

いものを使用し、 周囲の景観と調和するよう配慮する。

地上に設置する太陽光発電設備（抜粋）

花沢の里
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